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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月19日(2021.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて帯域幅部分（bandwidth part、ＢＷＰ）に割り当てられる資
源領域を端末が決定する方法であって、
　資源割り当てフィールド及び帯域幅部分指示子フィールド(bandwidth part indicator 
field)を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）をネットワークから受信するステップと、
　前記帯域幅部分指示子フィールドにより指示される前記ＢＷＰに対して要求されるサイ
ズより大きいリソース割り当てフィールドのサイズに基づいて、前記帯域幅部分指示子フ
ィールドにより示される前記ＢＷＰに要求される前記サイズと同じ程度に多い前記リソー
ス割り当てフィールドを利用して前記ＢＷＰに割り当てられる資源領域を決定するステッ
プとを含む、方法。
【請求項２】
　前記リソース割り当てフィールドはリソースブロックグループ（ＲＢＧ）と関連し、
　前記ＲＢＧは帯域幅範囲（bandwidth range）によって既定義された値である、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記帯域幅部分指示子フィールドにより指示される前記ＢＷＰに対して要求されるサイ
ズより小さいリソース割り当てフィールドのサイズに基づいて、前記ＢＷＰに割り当てら
れる資源領域を決定するステップと、
　前記リソース割り当てフィールドに基づいて、前記ＢＷＰの既定義された点から開始す
るステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記既定義された開始点は前記ＢＷＰのリソースブロック（resource block、ＲＢ）の
周波数により決定される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記既定義された開始点はランダム関数（random function）により決定される、請求
項３に記載の方法。
【請求項６】
　ネットワークからマルチプルＢＷＰに対する設定情報を受信するステップをさらに含む
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、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＤＣＩは活性化下りリンク（ＤＬ）ＢＷＰで受信し、前記ＢＷＰは上りリンク（Ｕ
Ｌ）ＢＷＰである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　活性化上りリンク（ＵＬ）ＢＷＰは前記帯域幅部分指示子フィールドによりスイッチさ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムにおいて帯域幅部分（bandwidth part、ＢＷＰ）に割り当てられる資
源領域を決定する端末であって、
　無線信号を送受信するための送受信機(transceiver)と、
　前記送受信機と機能的に連結される少なくとも一つのプロセッサを含み、
　前記少なくとも一つのプロセッサは、
　資源割り当てフィールド及び帯域幅部分指示子フィールド(bandwidth part indicator 
field)を含むダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）をネットワークから受信し、
　前記帯域幅部分指示子フィールドにより指示される前記ＢＷＰに対して要求されるサイ
ズより大きいリソース割り当てフィールドのサイズに基づいて、前記帯域幅部分指示子フ
ィールドにより示される前記ＢＷＰに要求される前記サイズと同じ程度に多い前記リソー
ス割り当てフィールドを利用して前記ＢＷＰに割り当てられる資源領域を決定し、端末。
【請求項１０】
　前記リソース割り当てフィールドはリソースブロックグループ（ＲＢＧ）と関連し、
　前記ＲＢＧは帯域幅範囲（bandwidth range）によって既定義された値である、請求項
９に記載の端末。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、
　前記帯域幅部分指示子フィールドにより指示される前記ＢＷＰに対して要求されるサイ
ズより小さいリソース割り当てフィールドのサイズに基づいて、前記ＢＷＰに割り当てら
れる資源領域を決定し、
　前記割り当てられたフィールドに基づいて、前記ＢＷＰの既定義された点から開始する
、請求項９に記載の端末。
【請求項１２】
　前記既定義された開始点は第２のＢＷＰのリソースブロック（resource block、ＲＢ）
の周波数により決定される、請求項１１に記載の端末。
【請求項１３】
　前記既定義された開始点はランダム関数（random function）により決定される、請求
項１１に記載の端末。
【請求項１４】
　前記ＤＣＩは活性化下りリンク（ＤＬ）ＢＷＰで受信し、前記ＢＷＰは上りリンク（Ｕ
Ｌ）ＢＷＰである、請求項９に記載の端末。
【請求項１５】
　活性化上りリンク（ＵＬ）ＢＷＰは前記帯域幅部分指示子フィールドによりスイッチさ
れる、請求項９に記載の端末。
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